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2023 年、死刑映画週間上映終了後トーク：「国家と戦争犯罪と死刑」 

『顔のないヒトラーたち』（ドイツ公開、2014 年）、原題：Im Labyrinth des Schweigens 

柳原伸洋（東京女子大、アウクスブルク大） 
2023年 2 月 16 日 

1．自己紹介 

 
2．本トークの目的＝映画の理解を促すための背景知識の紹介や「考えるための素材」を 

・国家と戦争犯罪＝ナチ時代の犯罪 
・死刑＝西ドイツ建国とともに死刑は廃止（背景には、ナチ時代の犯罪と敗戦後の社会・国際状況） 
 
3．映画の舞台フランクフルト（ヘッセン州） 

・金融の都市＝ユダヤ人口の多さ 
→戦後は「ゲーテ都市」として復興 

・ヘッセン州＝アメリカ占領区 
 
 
 
 
 

 
4．アメリカの役割と司法関係者への訴追 

・アメリカは、占領 4 カ国による裁判「ニュルンベルク裁判」終了後も継続＝ニュルンベルク継続裁判 
＝計 12 の軍事裁判で、国家指導者以外も訴追→司法関係者裁判も 
＝ナチ時代の司法関係者の「不法」を裁く→不徹底に終わるが、テーマ化されたことの重要性 
例：G・ラートブルフ（ヴァイマル期の法相、社民党（SPD）政権時）の発言 

→ナチ期の安楽死や密告訴追は問題視、同時にナチ犯罪者を裁く際の意図性（故殺）を重視 
 
5．西ドイツ成立と死刑の廃止 

・占領軍による「政治的な浄化（非ナチ化）」（1945-1949 年） 
＝公職からの追放、（元）強制収容所への収監、そして数多くの死刑執行や死刑予定者の存在 

・1949年：西ドイツ成立＝アメリカはナチ犯罪訴追を西ドイツ政府に任せる 
→西独：アメリカが推進した「政治的な浄化（非ナチ化）」に終止符を打とうとする 
→49 年：死刑の廃止と刑免除法の成立 

 
6．フリッツ・バウアー（1903－1968）について 

：ユダヤ家系に生まれ第二次世界大戦中は北欧に亡命、ヴィリ・ブラントと抵抗運動、SPD党員 
 →1951 年、レーマー裁判を担当＝ヒトラー爆殺未遂事件（7 月 20 日事件）の粛正者レーマーへの訴追 
  ①「ナチ体制＝不法国家」という認識：不法国家への抵抗は「違法」ではない 
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  ②「7月 20日事件」関与者の名誉回復    ③司法側が、ナチ訴追の役割を認識する 
  ④抵抗権（市民的抵抗）をめぐる認識の広まり 
 →1956 年～：ヘッセン州の検事長へ 
 
7．1950 年代という本作の背景 

・1950年代、ドイツは「奇跡の経済」を体験→「ナチの過去」は過ぎ去ったものに… 
・ナチ時代のプロパガンダの継続性 
・「（アウシュヴィッツは）保護拘禁用収容所」、「どこの国にも収容所はあった」「収容所への“滞在”」 

  →ここには「政治的浄化」の終焉と公職・職場へのナチ関係者の「逆流」が影響 
   Cf. ナチ期の民族共同体の連続・再生という指摘 
・東ドイツからの西独批判キャンペーンの展開 
→アデナウアー（キリスト教民主同盟）政権を非難、ナチ関与の証拠などを提示 

 ・1958 年、ウルム裁判＝特別行動部隊を裁く裁判＝ドイツ司法がナチ犯罪を裁くことの開始 
 
8．転換の年「1959 年」 

・本映画の開始年＝1959 年（広島原爆、14 周年） 
・ナチ時代の記憶のない世代が社会進出＝主人公ラートマン 
・ユダヤ墓地あらし：およそ 200件にのぼる→ベルリンでの抗議デモ（市民的抵抗） 
・映画『検事のための薔薇』の公開 
・若者たちによる司法関係者のナチ関与暴露の展覧会「罪を償わないナチ司法」開催 
・1959年と東西対立＝キューバ革命→「キューバ危機」 

Cf.フルシチョフへの言及、「ヒトラーはもう死んだんだ。我々敵は今やソ連（Russen）だ」 
  ・1957 年選挙アデナウアー（CDU）の圧勝→SPD 改革（1959 年のバート・ゴーデスベルク綱領）

→社民党の共産革命思想の放棄＝後のヴィリ・ブラント政権の成立へ（東方外交） 
 
9．おわりに 

・1961年、アイヒマン裁判から 1963 年からのフランクフルト・アウシュヴィッツ裁判へ（本作） 
→さらに「1968 年」運動における「親世代のナチの過去」糾弾、1979 年のドラマ『ホロコースト』放送
の衝撃、1980年代の歴史家論争や 90年代の「過去の克服」論争へ…… 
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